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1 問題の所在・研究目的

　子 どもは授業におい て ， 固有の 考え方や見方を

もっ て学習を進めてい くことが明らかになっ て い

る。 子 どもの 学習を評価するには ， 知識の 量以外

にも考え方の 変容を評価する こ とが欠かせな い
。

　また，理科の授業内容を理解する上で，科学的

な理論や概念の 理解が必要 となるが，児童 ・生徒
は，科学的に精緻化されてない 概 念を もっ て い る

こ とが知られて い る。それは，素朴概念と呼ばれ

るもの で ，例えば，「ふ りこ の お もりが重くなるほ

ど周期が長 くなる」 とい っ た よ うに科学的には誤
っ た概念で ある。 これは，正 しい 科学概念を学習
して も，容易に修正 されない もの で あるこ とが知

られて い る。つ まり，理科の授業内容を理解 させ

る上 では，これらの素朴概念をい かに科学概念に

変容 させるこ とが で きるかが課題 となるとともに

そ の評価や学習者の メタ認知も必要になっ て くる。
　概念地図法は，学習者が もっ て い る概念構造を

知る手段として ，ノ ヴァ ッ ク らによっ て 考案 され

た もの で ある。概念地図の利用には，福岡（2002）
1）

など様 々 な研究がなされて い る。筆者が実践 し

た場 合の 問題 点として ， 評価やメタ認知を目的と

して概念地図を使用 する場合， 学習前後 の 概念地

図に分けて書くと振 り返 り （自己評価）の際 ， 学

習前の情報量が多く学習前を しっ か り認識しない

で ， 学習後を振 り返 る傾向があ っ た 。 しか し， 概
念地図作成や振 り返 りにあま りに時間をかけるこ

とは，理科学習の本質とはい えな い 。 概念変容を

概念地図か ら教師が把握するだけで はなく， 学習
者がメタ認知できる方法はないだろ うかと考えた。

　そ こ で ， 本研 究では学習者が学習前 の 概念地図

に トレ
ー

シ ン グペ ーパ ー
を重ねる。 学習後の 概念

変容 ・概念獲得は学習前 と色を変えて記入する こ

とによ り， 学習者 の メタ認知と振 り返 り （自己評

価）が短時間でできる こ とを目的 とする 。 そ して ，

学習後概念地図 （トレー
シングペ ーパー）に福岡 ・

鈴木（2002）2）
の 変容パ タ

ー
ン ［置換 ， 拡張 ， 補正

，

統合 ， 縮小 ， 固執1が見られ ， トレ
ー

シ ン グペ ーパ

ー
で概念変容が表現できるかを検証する実践を試

みた。

日の 期間に授業を実施した。

（2）概念地図 の 記入 につ い て

2 研究方法
（1）調査対象 ・単元 ・期間
公立 M 小学校第 4 学年児童 61 名，単元名 「人

の体の つ くりと運動」，第 5学年 52名， 単元名 「ふ

りこ の運動」 を，平成 26 年 8A25 日〜9 月 29

  単元学習前に概念地図 を鉛筆で作成する。

  単元学習後に学習前 に作成 した概念地図に トレ
ー

シ ン グ

　 ペ ーパ ーを重ね，学習前の 概念地 図を見 なが ら新 しい 概 念

　 地 図を書き直す 。

  　学習後の 概念地 図の 書き直 しの 際には，学習前と変容 しな

　　い こ とは 鉛筆で，学習前間違 っ て い た こ とを修正 す る際 に

　　は，赤鉛筆 な どで色 を変 えて書 き直 し，新 しく知 っ た こ と

　　も同様に色を変えて 記入する こ ととした。

  トレーシ ン グペ ーパ ーをめ くり， 学習前， 学習後 を確認 し

　　なが ら，振 り返 り （自己 評価）を行う。

（3）概念地図の記入時間

　学習前，学習後概念地図記入時間は 20 分以内

とし，書き終わ らな い学習者がい て も記入途中で

提出する こ ととした 。 20 分以内に書き終えた学習
者には，振 り返 り （自己評価）を書くよ うに指示

した 。

3 結果と考察
　 トレーシ ン グペ ーパ ーを利用 し，学習後の概念

変容や概念獲得は学習前 と色変えて書 くこ とによ

り， 短時間で ， 学習者 自身が素朴概念の変容をメ

タ認知でき ， 振 り返 り （自己評価） もできた。
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　 また，上記の よ うな学習後の振 り返 り （自己評

価）か らもメタ認知を読み取る こ ともできた。
　 学習者の素朴概 念の変容がみられたため ， 学習

後概念地図 （トレーシ ン グペ ーパ ー
）に変容パ タ

ーン ［置換，拡張，補正，統合，縮小，固…闘がそ

れぞれ見られた。これによ り， トレーシ ン グペ ー

パ ーで概 念変容が表現で きる こ とが明 らかになっ

た。
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